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「石橋みちひろ」の考える

ＮＴＴ労組退職者の会の皆さま、組織内参議院議員の「石橋みちひろ」です。 
夏の決戦まで、３ヵ月を切りました。引き続き、よろしくお願いいたします。
さて、今回は、『公的年金制度』の現状と課題、改革の方向性について、
私の考えをお話ししたいと思います。

うまでもなく、公的年金は、国民の高齢期の
暮らしの安心を確保するための最も重要な

制度です。図表１にある通り、高齢者世帯の約半
数が、年金収入のみに頼っ
て生活されています。
　しかし今、この公的年金
に対する信頼が大きく揺ら
ぎ、若い世代は、将来の年
金受給そのものに不安を
持っています。それは、自公
政権が、現行制度に固執
し、抜本的な制度改革を先
送りにしてきた結果です。

存じの通り、４月以降の新年度、年金支給
額は０.４％カットされます。これは、前回の年

金制度改悪で、現役の賃金が下がれば、たとえ物
価が上昇していても年金額がカットされる仕組み
にしたからです。しかも、ここにはマクロ経済スライド
が発動できず、来年度以降のカット分としてためら
れている０.３％分が含まれていません。今後は、特
に基礎年金部分の調整が長く続くために、国民
（基礎）年金のみの受給者の方、 とりわけ、満額も
らえない方は、物価が大きく上昇する中で、ますま
す老後の生活が厳しくなってしまいます。

の二十数年間、格差と貧困が拡大していま
すが、特に高齢者の貧困問題が深刻化し

ています。資産や収入をお持ちの高齢者世帯と、

そうでない世帯とが二極化しているのです。「下流
老人」とか、「一億総老後崩壊」などの書籍が出
回り、老後不安が渦巻く中、このままでは、今後さら
に、現役時代に非正規雇用だった単身高齢女性
を中心に、貧困問題が拡大していくことが懸念され
ているのです。
　この問題に対処するためには、今すぐ、年金制
度の抜本改革の議論に着手して、税財源の投入
による最低保障機能の強化と、厚生年金の適用
拡大を進めていくことが必要不可欠です。モデル
となるのは、スウェーデン・カナダの年金制度で、そ
れを日本版に修正したものが検討候補です。公的
年金制度への信頼を確保することは、年金でお過
ごしの高齢者の皆さんだけでなく、将来年金を受け
取る現役世代の皆さんの安心にもつながり、避け
て通れない政策課題なのです。
　その実現のためにも、岐阜の先輩方の応援をど
うぞ宜しくお願いいたします。
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２枚目の投票

比例代表選挙区

情報労連NTT労組退職者
の会岐阜県支部協議会は、
「石橋みちひろ君」を
応援しています

　参議院の選挙は、①選挙区での選挙②比例代表
（全国区）による選挙となり、二つの制度を組み合
わせ３年ごとに半数の議席を改選します。
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【プロフィール】
・2010年参議院選挙初当選
　（現在２期目）
・経済産業委員会委員長
・厚生労働委員会　理事
　〈年金問題に力を発揮〉


